
教育委員会事務局 

事業名 今宮中学校区施設一体型小中一貫校の整備 

○事業費（予算額） 

  平成 24年度（補正）  ２３，２４９千円（うち一般財源 ０千円） 

                                       （単位：千円） 

 Ｈ24補正 Ｈ25 要求 Ｈ26要求 Ｈ27要求 合 計 

事 業 費 23,249 336,656 701,302 96,000 1,157,207 

うち一般財源 0 0 0 0 0 

 

○課題・事業効果 

  

 

 

 

 

○整備内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

○設置スケジュール 

 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 

開校に向けた取組   
児童生徒の募集 
学校の公開 

開 校 

施設整備の予定 実施設計 改修・建設工事 改修・建設工事 改修工事 

 

・施設一体型小中一貫校においては、教育課程の特色化を図り、各学年２クラスの適正規模を確保する。（H24.5.11.戦略会議） 

 ⇒３小学校の児童および広く全市から募集する児童・生徒の収容のために、不足する教室等の整備が必要。 

・今宮中学校区３小学校の適正規模化（萩之茶屋、弘治、今宮の統合）の課題解決を図る。 

・西成特区関連事業 

今宮中学校区小中一貫校は、今宮中学校舎・校地を活用し設置する 

・不足する教室等の確保のため、既存校舎を改修するとともに運動場に４階建て校舎を建築する 

 

 

 

 

・教育環境を維持しながら、小学生に対応できるように、中学生プールを床板昇降式への改修を検討 

※児童・生徒を収容するための普通教室の設置（合計１８教室） 

※不足する特別教室及び特別支援学級用教室の設置または改修 

※特色化を図るため、尐人数指導用教室・多目的交流スペースの設置を検討 


